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図 1 大学・大学院における工学系学生数の推移．
(文部科学省「学校基本調査」データに基づき作成)
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企画にあたって

池 田 大 亮 森 戸 茂 一 大 沼 郁 雄

天然資源に乏しい我が国が将来に亘って持続的に発展し，

豊かな生活を維持することを目的にした科学技術の振興が，

国の最重要施策の 1 つに挙げられている．その具体的な取

り組みとして1995年に科学技術基本法が制定され，同法に

基づく科学技術基本計画が策定されている．一方で科学技術

振興の支えとなる近年の統計データを見ると，大学・大学院

における理工系進学者数の減少に歯止めがかからない状況が

続いている(図)．こうした背景には小中学校教育におい

て，理科が楽しいと思う生徒が極めて少なくなって来ている

こともその一因と考えられるであろう．

また材料科学分野に関して普通科高校においては学習カリ

キュラムで殆ど教育されておらず，様々な材料が身近に溢れ

ているにも関わらず，それが何かがよく知られていないのが

実情である．こうした状況を打開していくためには，高校生

以下の若い人たちに材料の面白さや興味を抱かせる場をもっ

と提供すべきと考える．

そこで本小特集では，産・官・学(協会)の立場において，

子供を含む若い人たちを対象としてユニークな活動を行って

おられる 7 名の方々に，様々な角度から執筆いただいた．

秋重幸邦教授(島根大)には，教育現場の立場から材料科学に

対する教育現状や課題について，大沼郁雄准教授と伊藤聰准

教授(東北大)には，地元小学生を対象に開催している「子ど

も科学キャンパス」における材料科学分野普及活動の事例に

ついて，舩木修平助教(島根大)には，SSH などによる高大

連携活動をさらに発展させた「理工特別塾」の実施目的や内

容の詳細について，渡邊玄助教(東工大)には，“NPO 法人も

のづくり教育たたら”による小中高校生を対象にした理科教

育支援活動の一例として，独国立青少年教育振興機構の“子

どもゆめ基金”で実施された「子どもたたら教室」について，

下村正樹総括主幹(産総研)には，サイエンスコミュニケーシ

ョン事業の一環として行われている「出前講座・実験教室」

事業の目的や制度，活動実績と実際の活動から浮き彫りにな

った課題について，木浪信之教諭(神奈川県立鎌倉高校)に

は，現職の高校教諭であり社会人ドクターの立場から高校の

理系教育における課題と材料科学分野に対する高校教育の在

り方についてそれぞれの立場から紹介いただき，藤林晃夫研

究技監(JFE スチール)には，企業・産業界から俯瞰した材

料科学に関する教育の現状を踏まえて，今後の材料科学教育

に対する展望と産学連携の重要性について総括いただいた．

本特集で紹介した事例は，学習指導要領に沿った学校教育

における不足分を補完するための支援活動例であり，その重

要性を広く認識いただければ幸いである．こうした活動の輪

が拡がっていくことで，今後の材料科学分野の更なる発展の

契機になることを願うものである．最後にご多忙にもかかわ

らず本特集記事の執筆を快く引き受けていただきました著者

の方々，並びに多大なるご協力を賜りました編集委員会の皆

さまに厚く御礼申し上げます．
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